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水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

＜川の国埼玉の将来像＞

魅力的な水辺空間が

県民の大切な財産として

守り育てられ、

人々が賑わう

埼玉の豊かな川



部会における背景・課題等について

水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

＜現状・課題＞

○治水安全度を前提とした河川空間の利活用

○広大なスペースを活用した地球温暖化対策、

生物多様性戦略の推進

○多様な主体と連携した水辺空間の美化や保全、

生態系ネットワークの形成



「川の国埼玉」の実現にむけて
これまでは主に河川空間の利活用の視点での官民連携
（継続的な河川の維持管理に民間の経済活動の場をリンク）

メンバーからの意見・アイデア等①
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メンバーからの意見・アイデア等



2030年を期限とした新たな世界目標のひとつとして「30by30」
世界の陸と海の30％以上を生物多様性のために守ることが合意

水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

メンバーからの意見・アイデア等

生物多様性条約第15回締約国会議COP15



環境省資料より抜粋
「資料１自然共生サイト（仮称）と
経済的インセンティブ等との関係について」
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水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

「SDGｓと自然共生サイト」
＊人を守り、生きもので賑わう調節池・遊水地を＊

令和5年3月２３日（木）

１３：３０～１６：００

埼玉県・(公財)埼玉県生態系保護協会

メンバーからの意見・アイデア等

埼玉県SDGs官民連携プラットフォーム
「水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会」に係る研修会



水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

メンバーからの意見・アイデア等

温暖化による災害の激甚化と生物の減少を同時に解決する取組

→生物で賑わう調節池・遊水地が

グリーンインフラとして注目

＜今後の方向性＞

30by30の達成に向けて調節池・遊水地を

「自然共生サイト」として位置づけ

研修会「SDGｓと自然共生サイト」

＊人を守り、生きもので賑わう調節池・遊水地を＊

芝川第一調節池（さいたま市）



「SDGｓと自然共生サイト」
＊人を守り、生きもので賑わう調節池・遊水地を＊

■プログラム（案）

○基調講演

「自然共生サイトの今後の動向と生きもの賑わう調節池・遊水地とは」

○事例紹介①

戸田ケ原自然再生事業、芝川第一調節池

荒川太郎右衛門自然再生地・三ツ又沼ビオトープ

○事例紹介②生物多様性に貢献する県内企業・団体の取組

武蔵野銀行、凸版印刷、サイサン環境保全基金

埼玉県SDGs官民連携プラットフォーム
「水辺空間及び都市公園等の持続可能な利活用に関する検討部会」に係る研修会
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部会における具体的な取組

水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

横瀬川は、町内の中央を流れており
身近な自然、景観資源となっている

＜横瀬エリアプロジェクトチーム＞

特にウォーターパーク・シラヤマ周辺は
水辺再生100プランによる整備で親水性が
向上し、町内外から多くの利用者訪れている



部会における具体的な取組

水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

＜横瀬エリアプロジェクトチーム＞

・利活用の目的、目指す将来像
横瀬町が実施する官民連携プラットフォーム「よこらぼ」
において、県の「リバーサポーターズプロジェクト」からの
提案事業が採択され、官民が連携し、川（水辺）の新たな魅
力や賑わいの創出を目指す

・想定する河川空間の利活用
参加企業から提案される事業を横瀬川とウォーターパー

ク・シラヤマを一体的に活用した商業的空間利用と子どもが
自由に川と触れ合える水遊び等の河川空間を同居させる



○水辺deベンチャーチャレンジ事業により、Ｒ７整備完了を目指す
○Ｒ５から、リバサポでテストイベントを順次実施

部会における具体的な取組
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水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

○12/13 リバサポ企業サポーターの㈱J&J事業創造と連携し、
SDGｓ×観光まちづくり 研修プログラムを実施

ビジネスカードゲーム

・SDGsに対する理解
・地域の課題を自分ゴト化・学習
・チームビルディング

気づき（認知・理解）

ワークショップ

・SDGsを意識したまちづくりの重要性理解
・地域の想いを具体的にした事業案の作成
・新しい取組の必要性の気づき

行動変容

部会における具体的な取組



今後の展開



今後の展開について

水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

＜大相模調節池プロジェクトチーム＞

○水辺deベンチャーチャレンジにより
今後、民間連携による水辺の利活用が
進む大相模調節池の水質改善の取組を
検討していく

民間事業者との協定締結（令和4年8月）



今後の展開について

水辺空間の持続可能な利活用及び環境課題解決に向けた検討部会

＜大相模調節池プロジェクトチーム＞

水面を静かに漂う動く桟橋「海床ロボット」 浮く畑による水質浄化



ご清聴ありがとうございました


